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５０人以上の方が傍聴

　

当
日
は
12
名
の
方
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

■　

議
会
開
催
を
何
で
知
り
ま

し
た
か
。

・
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
で　

６
名

・
知
人
に
誘
わ
れ
て　

７
名

・
そ
の
他
（
新
聞
報
道
で
３
名
、

サ
ロ
ン
で
１
名
）

■　

休
日
議
会
の
日
程
・
時
間

等
、
傍
聴
し
や
す
い
で
す
か
。

・
傍
聴
し
や
す
い　

９
名

・
傍
聴
し
づ
ら
い　

０
名

・
そ
の
他
（
平
日
で
も
構
わ
な

い
等
）

　
　
　
（
複
数
回
答
あ
り
で
す
）

■　

い
た
だ
い
た
ご
意
見

「
傍
聴
し
た
く
て
も
３
階
ま
で

階
段
で
は
大
変
、
身
体
の
不
自

由
な
方
や
高
齢
者
も
参
加
し
や

す
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

「
私
自
身
は
仕
事
を
し
て
い
な

い
の
で
平
日
で
も
休
日
で
も
よ

い
が
、
沢
山
の
方
が
傍
聴
し
て

く
れ
て
良
か
っ
た
」

「
議
案
の
閲
覧
が
で
き
た
り
、

コ
ー
ヒ
ー
等
の
提
供
が
あ
る
な

ど
、
傍
聴
者
へ
の
対
応
に
配
慮

さ
れ
て
い
る
印
象
で
し
た
」

「
20
代
の
子
供
も
傍
聴
し
て
み

る
と
言
っ
て
初
め
て
来
た
。
良

い
こ
と
だ
と
思
う
」

「
飲
み
物
、
ア
メ
な
ど
あ
り

ホ
ッ
と
す
る
場
が
あ
っ
て
よ
い
。

議
場
内
は
こ
ち
ら
も
緊
張
し
て

聞
い
て
い
る
の
で
、
の
ど
が
か

わ
く
の
で
す
」

　

い
た
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後
さ

ら
に
傍
聴
に
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　平成28年第４回定例会では鷹栖町議会初となる休日議会が開催されました。
　通常は休会日となる土曜日の12月10日に、一般質問（内容は８～15ページ）が行われました。
アンケート結果によると半数以上の方が初めての傍聴であり、議会に興味を持っていただく
きっかけとなりました。



【３】

議会開催案内チラシ発行開始

休憩時間に飲んでいただけるように、傍聴席入口
付近に設置。その後も定例会時に用意しています。

平成27年12月まで10回開催されました。

全議員で議会活性化のために協議しています。

本会議の数日前に新聞折込。掲載内容は、議事日
程・議事案件・一般質問を行う議員名と件名。
傍聴者出入口にアンケート用紙と回収箱を設置。
傍聴の感想をいただいています。
その後「地域を語ろう会」として各地区住民センター
で年１回ずつの開催を継続しています。

　

鷹
栖
町
議
会
で
は
よ
り
多

く
の
方
に
傍
聴
に
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
も

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
か
ら
始
め
た
議

場
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
音
楽

活
動
を
し
て
い
る
町
に
ゆ
か

り
の
あ
る
方
に
演
奏
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
町
内
在
住
の
歌
手
や
演
奏

家
、
鷹
栖
中
学
校
吹
奏
楽
部

や
た
か
す
吹
奏
楽
団
、
民
謡

の
団
体
な
ど
、
平
成
27
年
12

月
ま
で
に
10
回
に
わ
た
り
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
先
進
的

な
取
り
組
み
と
し
て
町
外
か

ら
の
視
察
も
た
び
た
び
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
一
般
質
問
の
追
跡
レ

ポ
ー
ト
や
議
会
開
催
案
内
チ

ラ
シ
の
発
行
な
ど
も
近
隣
町

村
に
さ
き
が
け
て
行
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
初
と
な
る
休
日

議
会
の
開
催
に
向
け
、
６
月

に
議
会
運
営
委
員
会
が
先
進

地
で
あ
る
浦
幌
町
と
足
寄
町

を
視
察
。

　

町
と
の
協
議
を
重
ね
、
今

回
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

　

下
の
表
は
鷹
栖
町
議
会
の

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み

で
す
。
今
後
に
つ
い
て
の
ご

意
見
や
ご
要
望
な
ど
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
議
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

鷹栖町初の休日議会!

議場コンサートには町内の子供たちも出演



【４】

報　

告

補
正
予
算

一　　　般

国民健康保険
水 道 事 業

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 費
商 工 費
消 防 費
教 育 費

議会運営事業 
ふるさとまちづくり応援寄附事業ほか 
経済対策分臨時福祉給付金給付事業ほか 
後期高齢者医療対策事業ほか 
生産基盤整備事業ほか 
商工振興事業 
鷹栖町消防団事業 
総合体育館管理事業ほか 

1億6928万6000円
104万3000円
4531万5000円

2883万円
1644万1000円
7769万2000円

95万円
△238万8000円
140万3000円
738万3000円
24万3000円

59億5946万2000円 61億2874万8000円

9億7372万5000円
2億7398万1000円

9億8110万8000円
2億7422万4000円

内　
　
　

訳

補正額 補正前の額 補正後の額

■
債
権
放
棄
の
報
告

■
民
事
調
停
の
申
立
て
に
係
る

専
決
処
分
の
報
告

■
和
解
に
係
る
専
決
処
分
の
報

告

　

私
債
権
徴
収
事
務
の
適
正
化

の
一
環
と
し
て
行
う
事
務
処
理

に
関
わ
る
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
予
算
が
下
表

の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
定
例
会
の
案
内
チ
ラ
シ
に
使

用
し
た
イ
ラ
ス
ト
の
著
作
権
使

用
料
を
支
払
い
ま
す
。

●
人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
給

与
の
引
上
げ
及
び
時
間
外
勤
務

の
増
加
見
込
み
に
よ
る
、
職
員

人
件
費
を
増
額
し
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附

金
を
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応

援
基
金
に
積
立
て
、
記
念
品
等

の
経
費
を
増
額
し
ま
す
。

●
空
き
家
等
対
策
計
画
策
定
協

議
会
の
委
員
謝
金
を
増
額
し
ま

す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
の
個
人
情

報
が
記
載
さ
れ
た
書
類
の
収
納

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
購
入
し
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の

交
付
事
務
委
託
料
を
増
額
し
ま

す
。

●
低
所
得
者
等
へ
臨
時
福
祉
給

付
金
を
給
付
し
ま
す
。

●
障
が
い
者
の
補
装
具
の
給
付

増
が
見
込
ま
れ
る
た
め
増
額
し

ま
す
。

●
町
外
に
通
園
す
る
園
児
の
広

域
保
育
委
託
料
を
増
額
し
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

へ
の
負
担
金
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
増
額
し
ま
す
。

●
平
成
29
年
６
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
ご
み
の
分
別
方
法
変
更

に
伴
う
新
た
な
手
引
き
書
の
作

成
経
費
を
増
額
し
ま
す
。

●
国
か
ら
の
補
助
金
に
よ
り
農

業
用
機
械
等
の
導
入
に
係
る
経

費
を
補
助
し
ま
す
。

●
道
か
ら
の
補
助
金
に
よ
り
農

業
生
産
法
人
の
施
設
整
備
に
係

る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

●
予
定
し
て
い
た
畜
産
競
争
力

強
化
整
備
事
業
が
国
の
補
助
事

業
と
し
て
採
択
さ
れ
な
か
っ
た

た
め
、
減
額
し
ま
す
。

●
国
庫
補
助
金
を
利
用
し
て
建

設
し
た
、
堆
肥
舎
の
目
的
外
使

用
に
伴
う
補
助
金
の
返
還
金
を

受
け
入
れ
、
国
・
道
へ
返
還
し

ま
す
。

●
新
規
開
業
予
定
の
事
業
者
へ

の
補
助
金
分
を
追
加
し
ま
す
。

●
消
防
自
動
車
購
入
に
よ
る
予

算
執
行
残
分
を
減
額
し
ま
す
。

●
郷
土
資
料
館
の
資
料
整
理
作

業
の
日
程
増
加
に
伴
い
、
報
償

費
を
増
額
し
ま
す
。

●
全
国
大
会
出
場
者
へ
の
記
念

品
分
を
増
額
し
ま
す
。

●
総
合
体
育
館
の
除
雪
機
を
更

新
し
ま
す
。

第４回

定例会
12月９～12日

　第４回定例会では、町政担当
に際する所信表明、８名の一般
質問（８～ 15ページ）の他に、
報告、条例改正、補正予算など
を審議し、原案のとおり可決し
ました。
　また、１件の人事案件につい
て、適任と答申しました。
　議会からは２件の意見書が出
され、各関係機関に提出されま
した。

「JR北海道への経営支援を求める
意見書」を提出



【５】

条　

例

そ
の
他

意
見
書

国
政
に
物
申
す
！

意
見
書
提
出

人　

事

条
例
の
改
正
等

■
鷹
栖
町
私
債
権
の
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

遅
延
損
害
金
の
端
数
計
算
の

規
定
を
追
加
し
ま
し
た
。

■
鷹
栖
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

■
鷹
栖
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

関
係
法
令
の
改
正
に
伴
う
条

文
の
改
正
及
び
文
言
の
整
理
・

追
加
で
す
。

■
鷹
栖
町
農
業
委
員
会
の
委
員

の
定
数
に
関
す
る
条
例

　

平
成
27
年
９
月
に
改
正
さ
れ

た
農
業
委
員
会
法
の
施
行
に
伴

い
、
従
前
の
条
例
を
廃
止
し
、

定
数
の
み
を
条
文
化
す
る
も
の

で
す
。
定
数
は
13
人
か
ら
14
人

に
な
り
ま
し
た
。

「大雨災害からの迅速な復旧と
　十分な財政措置を求める意見書」

協
定
の
変
更

■
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

【
広
域
観
光
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
】

　

取
り
組
み
内
容
、
役
割
の
一

部
変
更
で
す
。

【
農
業
生
産
技
術
等
情
報
共
有

事
業
】

　

農
業
生
産
技
術
等
に
関
す
る

情
報
の
共
有
を
図
る
目
的
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方

の
推
薦
に
つ
い
て
諮
問
が
あ
っ

た
の
で
、
適
任
と
答
申
し
ま
し

た
。

斉
藤　

功
さ
ん
（
再
任
）

（
北
野
東
３
条
１
丁
目
）

■
大
雨
災
害
か
ら
の
迅
速
な
復

旧
と
十
分
な
財
政
措
置
を
求

め
る
意
見
書

　

８
月
に
相
次
い
で
本
道
に
上

陸
し
た
台
風
は
全
道
各
地
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
今
も

住
民
の
暮
ら
し
や
経
済
活
動
に

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
幸
い

本
町
で
は
大
事
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
被
災
地
の
迅
速
な

復
旧
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

提
出
議
員　

木
下　

忠
行

賛
成
議
員　

植
西　

辰
義

提
出
先　

衆
･
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
、
財
務
、

文
部
科
学
、
厚
生
労
働
、
農
林

水
産
、
経
済
産
業
、
国
土
交
通
、

環
境
、
特
命
担
当
（
防
災
）
各

大
臣
、
内
閣
官
房
長
官

■
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
経
営
支
援

を
求
め
る
意
見
書

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
維
持
困
難
と

し
て
発
表
し
た
路
線
廃
止
等
は
、

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
や
農
産

物
の
大
量
輸
送
の
手
立
て
を
奪

う
だ
け
で
な
く
、
過
疎
化
を
促

進
し
、
地
域
崩
壊
を
助
長
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の

役
割
は
北
海
道
に
と
っ
て
重
要

で
あ
り
、
財
政
支
援
に
よ
っ
て

今
後
と
も
そ
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

提
出
議
員　

中
村　

公
憲

賛
成
議
員　

大
石　

隆

提
出
先　

衆
･
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣

※
意
見
書
の
全
文
は
、Ｗ
ｅ
ｂ

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第４回

定例会
12月９～12日



【６】

議長辞職勧告決議が可決
　第４回定例会の４日目、12月12日の議会では新田議長に対する議長辞職勧告決議が提出され、
賛成６反対４の賛成多数で可決されました。（当事者である議長が退席し、副議長が議事進行
を務めるため、10名での採決となりました。）
　辞職勧告決議の全文と、これに対する反対討論、賛成討論をそれぞれご紹介します。

　

今
年
の
７
月
、
新
田
健
一
議

長
自
身
が
経
営
す
る
新
田
牧
場

に
お
い
て
堆
肥
舎
不
正
使
用
疑

惑
が
発
覚
し
た
。
平
成
12
年
に

国
・
道
・
町
の
補
助
金
を
受
け

て
建
設
し
た
堆
肥
舎
を
、
10
年

以
上
経
過
し
た
の
で
、
そ
の
一

部
を
牛
舎
や
倉
庫
と
し
て
不
正

に
使
用
し
て
い
た
と
い
う
も
の

だ
。
議
会
は
、
そ
の
真
偽
と
上

川
総
合
振
興
局
等
の
動
き
を
注

視
し
て
き
た
が
、
本
人
が
そ
の

事
実
を
認
め
、
国
・
道
・
町
に

補
助
金
の
一
部
を
そ
れ
ぞ
れ
返

還
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
事
態
を
受
け
、
新
田
牧

場
に
お
い
て
堆
肥
舎
の
不
正
使

用
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
明
ら

か
な
こ
と
で
あ
り
、
新
田
議
員

が
議
長
職
に
就
い
た
後
も
不
正

使
用
状
態
が
続
い
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
従
っ
て
議
会
は
、
新

田
議
長
が
議
会
の
品
位
と
名
誉

を
損
な
う
行
為
に
よ
り
町
民
の

議
会
に
対
す
る
信
頼
を
著
し
く

損
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
議
長

と
し
て
の
責
任
は
重
い
も
の
と

考
え
る
。

　

ま
た
、
議
会
と
し
て
町
民
に

対
す
る
信
頼
を
回
復
す
る
た
め

に
、
議
会
倫
理
の
制
度
作
り
の

検
討
や
、
再
発
防
止
に
向
け
た

真
摯
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
ま

ま
で
は
議
長
と
し
て
の
主
導
的

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な

い
と
考
え
る
。
そ
の
責
任
は
議

会
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
噛

締
め
な
が
ら
も
、
議
会
と
し
て

け
じ
め
を
つ
け
る
意
味
で
、
議

会
は
、
新
田
健
一
議
員
自
ら
が

議
長
を
辞
職
さ
れ
る
こ
と
が
適

当
と
判
断
し
、
こ
こ
に
そ
れ
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。　

　
　
　

提
出
議
員　

中
家　

彰

　
　
　

賛
成
議
員　

舟
根
輝
好

●
舟
根
議
員　

助
成
金
が
適
切

に
使
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
農
業
者
へ
の
不

信
感
が
増
し
て
い
く
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
農
業
者
と
し
て
も

今
後
、
助
成
の
対
象
者
が
狭
め

ら
れ
る
な
ど
の
懸
念
も
あ
る
。

公
人
で
あ
る
議
員
、
そ
し
て
議

長
と
し
て
は
、
当
然
、
責
任
は

あ
る
と
考
え
る
。

●
片
山
議
員　

前
回
の
辞
職
勧

告
決
議
に
は
反
対
し
、
今
回
も

立
場
は
変
わ
ら
な
い
が
、「
我
々

議
員
は
法
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

町
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
に
町

民
か
ら
求
め
ら
れ
期
待
さ
れ
て

い
る
」
と
い
う
発
言
の
上
で
な

さ
れ
た
前
例
は
尊
重
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
祥
事

を
断
ち
切
る
た
め
に
も
、
罰
則

規
定
の
明
文
化
も
必
要
で
は
な

い
か
。

●
日
下
議
員　

理
由
の
な
い
区

別
は
差
別
に
つ
な
が
る
。
基
準

が
な
い
以
上
、
行
政
か
ら
前
例

と
似
た
よ
う
な
判
断
が
出
た
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
同
様
に
判

断
す
る
べ
き
。

【
賛
成
】中
家
議
員
、
舟
根
議
員
、

　
　
　

片
山
議
員
、
日
下
議
員
、

　
　
　

青
野
議
員
、
中
村
議
員

新
田
健
一
議
員
に
対
す
る
議
長
辞
職
勧
告
決
議

賛
成
討
論

●
木
下
議
員　

設
立
当
初
は
補

助
金
の
要
件
に
沿
っ
た
形
で
建

設
し
、
そ
の
こ
と
自
体
に
は
問

題
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
変

更
の
段
階
で
許
可
を
も
ら
わ
ず

に
自
分
で
判
断
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
責
任
が
あ
り
、
補
助
金

の
返
納
に
つ
な
が
っ
た
。
謝
罪

や
反
省
を
町
民
に
伝
え
る
努
力

は
求
め
た
い
が
、
議
長
を
辞
職

す
る
ま
で
の
責
任
の
重
さ
は
な

い
と
考
え
る
。

●
辻
本
議
員　

堆
肥
舎
は
環
境

を
守
る
た
め
全
国
的
に
一
斉
に

作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
ち
ら

か
ら
お
願
い
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
一
般
的
な
補
助
金
と
は
、

全
く
性
質
が
違
う
。

　

や
ら
れ
れ
ば
ま
た
や
り
返
す

よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
く
の

で
あ
れ
ば
、
今
後
の
議
会
運
営

が
心
配
さ
れ
る
。

【
反
対
】木
下
議
員
、
辻
本
議
員
、

　
　
　

大
石
議
員
、
斉
藤
議
員

反
対
討
論
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３
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（
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７
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〇　

関
に
与
給
の
員
職
町
栖
鷹

す
正
改
を
部
一
の
等
例
条
る
す

て
い
つ
に
例
条
る

長
議

　

行
忠
下
木

議長に木下忠行氏を選出
　12 月の定例会後、新田健一議員が議長辞職を表明し、辞職願を提出。1月 19 日の臨時
会で、議長の辞職が許可され、その後の選挙で木下忠行氏が議長となりました。これに伴
い新しい議会構成が決まりました。

平成29年　第１回臨時会　１月 19日（木）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

朗
義
下
日

好
輝
根
舟

本
辻
　

篤

野
青
　

敏 憲
公
村
中

子
哲
藤
斉

家
中
　

彰 衛
兵
山
片

一
健
田
新

石
大
　

隆 義
辰
西
植

行
忠
下
木

☆ ★

総務文教 
常任委員会 〇 ● ● ●

経済福祉 
常任委員会 ● ● 〇 ● ●

広報広聴 
常任委員会 ● ● 〇 ● ●

議会運営 
委員会 ●● 〇 ●

定数等調査 
特別委員会 ● ● 〇 ● ●

は委員長　　〇は副委員長★は議長　　☆は副議長

所属一覧（2017 年１月19日現在）

が
氏
子
哲
藤
斉

！
に
員
議
に
た
新

当選証書を受け取る斉藤氏

　

町
民
の
皆
様
に
期
待
さ
れ
る

議
会
・
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な

る
た
め
に
何
を
な
す
べ
き
か
を

全
議
員
で
し
っ
か
り
と
検
討
し

ま
す
。そ
し
て
そ
の
先
頭
に
立

っ
て
一
所
懸
命
に
努
力
し
ま
す
。

※

議
会
は
暦
年
で
開
か
れ
る
た

め
、毎
年
１
月
更
新
と
な
り
ま

す
。

　

10
月
25
日
に
行
わ
れ
た
鷹
栖

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
結

果
、
斉
藤
哲
子
氏
が
当
選
し
、

10
月
31
日
か
ら
議
員
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
旭
川
市
の
小
学

校
長
を
定
年
退
職
し
、
38
年

の
教
員
生
活
を
終
え
ま
し
た
。

36
年
生
ま
れ
育
っ
た
鷹
栖
町
に

は
、
強
い
愛
着
心
が
あ
り
ま
す
。

　

町
の
皆
さ
ん
が
鷹
栖
町
に
誇

り
と
自
信
を
持
ち
「
ど
ん
と

こ
い
！
」
と
声
を
合
わ
せ
る
明

る
い
町
を
目
指
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〇　

補
欠
選
挙
当
選
議
員
議
席

指
定
、常
任
委
員
の
選
任

○　

副
町
長
の
選
任
同
意

　

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

副
町
長　

八
尾
谷　

仁
さ
ん

（
再
任
）

○　

教
育
長
の
任
命
同
意

　

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

教
育
長　

宝
田
庄
十
郎
さ
ん

（
再
任
）

【７】



　
　

反
政
策
や
経
営
所
得
安

　
　

定
対
策
交
付
金
の
廃
止

等
、
国
の
農
業
政
策
が
大
き

く
変
わ
る
中
、
農
地
の
問
題

を
解
決
す
る
未
来
設
計

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」、
鷹
栖

町
未
来
づ
く
り
構
想
「
鷹
栖

町
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
も
影

響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
全

体
構
想
や
具
体
的
計
画
を
見

直
す
考
え
は
。

　

答
弁　　
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」、
は
毎
年
見
直
し
を
し

て
い
ま
す
。「
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
も
策
定
し
て

終
わ
り
で
は
な
く
、
農
業
情

勢
等
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会

を
継
続
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

質
問　　

耕
作
条
件
不
利
地

の
転
用
を
希
望
す
る
地
権
者

に
農
地
維
持
の
理
解
を
求
め

る
こ
と
は
大
事
で
あ
る
。
さ

ら
に
行
政
が
中
心
と
な
り
、

農
地
法
に
係
る
農
地
取
得
や

農
地
利
用
に
関
す
る
各
種
制

度
の
積
極
的
な
活
用
を
農
業

委
員
会
や
各
団
体
と
調
整
し
、

農
業
生
産
と
農
地
管
理
が
機

能
す
る
農
地
保
全
対
策
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
は
。

　

答
弁　　

基
本
的
に
農
地
は

農
地
と
し
て
維
持
し
て
い
く

考
え
で
す
。
現
実
的
に
は
厳

し
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

耕
作
条
件
が
厳
し
い
農
地
で

も
所
得
に
結
び
付
く
よ
う
な

転
作
作
物
の
検
討
を
進
め
、

農
業
委
員
会
や
農
用
地
利
用

調
整
協
議
会
等
の
関
係
機
関

と
連
携
・
協
力
し
、
農
地
保

全
対
策
に
努
め
ま
す
。

　

質
問　
※

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

事
業
や
人
材
バ
ン
ク
等
様
々

な
相
談
を
受
け
、
町
全
体
の

農
業
振
興
を
担
う
こ
と
の
で

き
る
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
て
は
。

　

答
弁　　

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
・

農
業
請
負
事
業
等
は
、
町
が

主
体
に
な
っ
て
と
い
う
こ
と

は
少
し
難
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
非
常
に
大
事
な
事
で
す

の
で
町
が
や
ら
な
い
と
言
っ

た
か
ら
全
て
終
わ
る
の
で
は

な
く
、
両
農
協
と
も
共
通
の

認
識
を
持
ち
な
が
ら
研
究
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

質
問　　

国
が
示
し
た
生
産

数
量
目
標
を
生
産
者
に
配
分

す
る
立
場
か
ら
、
今
後
は
北

海
道
及
び
本
町
が
生
産
数
量

目
標
を
設
定
し
、
調
整
す
る

立
場
に
変
わ
る
が
考
え
は
。

　

答
弁　　

北
海
道
の
生
産
方

針
の
基
本
的
な
考
え
方
が
今

後
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の

動
向
を
注
視
し
オ
ー
ル
北
海

道
で
の
米
生
産
の
取
組
に
協

力
し
て
い
き
ま
す
。

※
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
…
農
作

業
の
請
負
等
を
行
う
こ
と

【８】

質 問

答弁

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て
は

両
農
協
と
共
に
研
究
を
進
め
る（
町
長
） 　

青
野　

敏
議
員

減

　一般質問とは定例議会において、各議員が住民を代表して、
行財政全般にわたり町当局の考え方や、疑問をただすことです。
　単に疑問を晴らし事実関係を明らかにするだけでなく、現
行の政策を見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。一般質問一般質問



　
　

会
参
加
を
回
避
し
、
長

　
　

期
（
６
カ
月
以
上
）
に

わ
た
っ
て
概
ね
家
庭
に
留
ま

り
続
け
て
い
る
状
態
に
あ
る

人
た
ち
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
最
近
で
は
、
一
旦

社
会
に
出
て
か
ら
挫
折
し
た

こ
と
で
ひ
き
こ
も
り
に
な
る

人
も
増
加
し
て
い
る
。

　

従
来
、
ひ
き
こ
も
り
は
若

者
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
支
援
対
象
者
は

10
代
か
ら
20
代
を
想
定
し
た

場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
年
で
は
ひ
き
こ

も
り
の
長
期
化
や
社
会
に
出

た
後
に
ひ
き
こ
も
り
に
な
っ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
な
ど
に
よ

り
、
30
代
40
代
の
年
齢
層
が

増
大
し
て
い
る
。
こ
の
年
齢

層
で
は
支
援
の
方
法
も
限
ら

生活福祉相談センター・
地域包括支援センターの
ある「サンホールはぴねす」

社

れ
て
し
ま
い
、
親
も
老
年
期

に
入
っ
て
い
る
な
ど
の
理
由

か
ら
行
き
詰
っ
て
し
ま
う
場

合
が
多
い
。

　

親
が
高
齢
化
し
て
お
り
、

親
が
受
給
す
る
社
会
保
障
が

ひ
き
こ
も
り
の
生
計
を
も
助

け
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

高
齢
家
庭
の
負
担
に
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
町
で

の
「
ひ
き
こ
も
り
」
の
実
態

調
査
及
び
相
談
体
制
、
社
会

復
帰
に
向
け
て
の
支
援
策
は
。

　

答
弁　　

本
町
で
は
詳
細
な

実
態
調
査
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
生
活
福
祉
相
談
セ
ン

タ
ー
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
、
高
齢
化
で
介
護
な

ど
の
相
談
に
併
せ
て
ひ
き
こ

も
り
問
題
が
発
覚
す
る
事
例

が
あ
り
、
長
期
に
関
わ
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

両
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
を

中
心
と
し
、
北
海
道
ひ
き
こ

も
り
成
年
相
談
セ
ン
タ
ー
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
支
援
活

動
の
情
報
提
供
に
努
め
、
不

就
労
者
の
相
談
に
関
し
て
は
、

「
か
み
か
わ
Ｈ
Ｏ
Ｔ（
ほ
っ
と
）

か
な
い
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携

し
た
支
援
を
展
開
し
、
町

内
で
も
モ
デ
ル
的
に
就
労
体

験
を
実
施
し
て
お
り
引
き
続

き
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

質
問　　

生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
相
談
を
待
つ
の
で

は
な
く
、
民
生
委
員
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
さ
つ
き
会
、

鷹
栖
共
生
会
な
ど
と
連
携
し

て
実
態
調
査
が
で
き
る
の
で

は
。

　

答
弁　　

現
在
、
地
域
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
虚
弱

の
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど

の
生
活
支
援
が
必
要
な
世
帯

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

80
代
の
親
が
50
代
の
人
を
見

る
「
８
０
５
０
問
題
」
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
各
町

内
会
の
福
祉
委
員
が
福
祉
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
は
「
お
互
い
様
づ
く
り

行
動
計
画
」
の
中
で
、
困
っ

た
と
き
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
る

場
所
を
多
く
作
る
こ
と
が
大

事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

【９】

ココを問う！ココを問う！ズバリ!!ズバリ!!

答弁

「
ひ
き
こ
も
り
」か
ら
の
社
会
復
帰
支
援
策
は

様
々
な
方
面
か
ら
の
支
援
を
継
続
し
て
い
く（
町
長
）

質 問

　

大
石　

隆
議
員



　
　

栖
町
に
住
居
を
構
え
、

　
　

暮
ら
し
て
い
る
我
々
は

大
抵
町
内
会
に
入
会
し
て
い

る
。
町
内
会
組
織
は
町
民
生

活
の
基
礎
単
位
で
あ
り
、
町

づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
も
の

と
考
え
る
。

　

本
町
に
は
大
小
47
の
町
内

会
組
織
が
あ
る
が
、
特
に
農

村
部
で
は
高
齢
化
に
よ
る
離

農
な
ど
で
会
員
数
は
減
少
し

て
お
り
、
町
内
会
組
織
と
し

て
維
持
す
る
の
が
大
変
厳
し

い
と
い
う
町
民
の
声
が
聞
か

れ
て
い
る
。

　

第
７
次
鷹
栖
町
総
合
振
興

計
画
後
期
計
画
の
ひ
と
つ

「
人
々
が
ふ
れ
あ
う
地
域
づ

く
り
と
ま
ち
づ
く
り
」
に

「
町
内
会
組
織
の
見
直
し
」

が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
具
体

鷹

的
に
は
ど
の
よ
う
な
構
想
を

持
ち
、
最
終
年
度
の
31
年
度

ま
で
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
伺
い
た
い
。

　

答
弁　　
「
町
内
会
組
織
の

見
直
し
」
は
加
入
戸
数
減
少

に
伴
う
組
織
改
編
に
対
応
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

昭
和
38
年
に
は
57
町
内
会

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
47
町

内
会
に
ま
で
再
編
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
各
町
内
会

同
士
の
自
主
的
判
断
に
よ
る

も
の
で
す
。
今
後
も
町
内
会

が
自
主
的
に
再
編
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

質
問　　

町
内
会
の
判
断
に

委
ね
る
と
い
う
の
は
行
政
と

し
て
あ
ま
り
に
も
消
極
的
で

は
な
い
か
。
地
域
の
絆
の
再

生
や
、
暮
ら
し
の
安
定
・
安

心
を
確
保
す
る
の
は
、
や
は

り
町
行
政
の
責
任
だ
と
考
え

る
が
。

　

答
弁　　

基
本
的
に
再
編
は

地
域
が
主
体
的
に
行
う
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
行
政
か

ら
積
極
的
に
お
話
し
を
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

質
問　　

限
界
集
落
の
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
相
談
さ
れ
て

対
応
す
る
の
で
は
困
難
も
伴

い
、
後
追
い
行
政
で
あ
る
。

そ
う
な
る
前
に
積
極
的
に
関

わ
り
指
導
す
る
予
防
行
政
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

計
画
に
あ
る
以
上
、
町
と

し
て
の
構
想
や
判
断
が
必
要

と
思
う
が
。

　

答
弁　　

生
活
が
な
か
な
か

難
し
く
な
っ
て
き
た
高
齢
者

に
は
、
鷹
栖
町
の
市
街
地
に

来
て
安
心
安
全
の
生
活
を
し

て
い
た
だ
く
。
農
村
部
の
空

き
家
に
は
助
成
や
補
助
金
な

ど
も
使
い
な
が
ら
若
い
世
代

の
人
た
ち
に
住
み
替
え
て
農

村
地
域
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

質
問　　

現
状
を
把
握
す
る

た
め
に
も
実
態
調
査
は
必
要

で
は
な
い
か
。

　

答
弁　　

実
態
調
査
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
連
合
組
織

の
総
会
等
で
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【10】

質 問

答弁

町
内
会
組
織
の
見
直
し
と
は

主
導
的
見
直
し
は
考
え
て
い
ま
せ
ん（
町
長
）

中
村　

公
憲
議
員

一 般 質 問

町内会活動として花壇の整備やマリーゴールドの植樹をしています



答弁

移
住
希
望
者
に
起
業
支
援
を

新
規
開
業
支
援
・
雇
用
促
進
対
策
事
業
を
実
施
中（
町
長
）

植
西　

辰
義
議
員

一 般 質 問

質 問

募集を開始した
「地域おこし協力隊」

【11】

　
　

論
調
査
で
、
東
京
で
働

　
　

く
20
〜
40
代
の
約
54
％

が
移
住
を
検
討
と
の
報
告
が

あ
る
が
、
仕
事
が
な
い
た
め

移
住
・
定
住
に
結
び
付
か
な

い
こ
と
が
ネ
ッ
ク
だ
。
こ
の

若
い
世
代
を
町
に
呼
び
込
め

な
い
か
。

　

答
弁　　

実
際
の
移
住
の
決

め
手
は
、
収
入
確
保
の
手
立

て
の
有
無
で
あ
り
、
移
住
希

望
者
の
ス
キ
ル
を
活
か
せ
る

場
所
の
把
握
が
重
要
で
す
。

町
で
は
新
規
開
業
支
援
や
雇

用
促
進
対
策
事
業
を
実
施
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
連
携
し
、

移
住
・
定
住
対
策
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

質
問　　

町
の
役
目
は
鷹
栖

町
の
可
能
性
を
可
視
化
し
、

そ
れ
を
情
報
発
信
す
る
こ
と

世

で
あ
る
。
鷹
栖
に
無
い
業
種

が
あ
れ
ば
、
移
住
に
繋
が
る

と
思
う
が
。

　

答
弁　　

鷹
栖
町
の
魅
力
・

有
益
性
を
積
極
的
に
情
報
発

信
す
る
こ
と
は
重
要
で
、
昨

年
度
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
こ
ま
め
に
情
報
発
信
し
て

い
ま
す
。

　

北
斗
地
区
の
町
営
住
宅
で

長
期
間
滞
在
を
し
て
も
ら
う

「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
体
験
」

も
、
平
成
28
年
は
７
・
８
・

９
月
と
１
件
ず
つ
の
利
用
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
継
続

的
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

質
問　　
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら

し
」
の
利
用
者
に
、
地
域
に

な
じ
ん
で
も
ら
う
よ
う
な
取

り
組
み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　　

そ
れ
が
理
想
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

滞
在
中
の
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

や
町
の
施
設
に
つ
い
て
職
員

が
説
明
し
、
町
内
で
多
く
の

時
間
を
費
や
せ
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

　

質
問　　

新
規
開
業
支
援
に

つ
い
て
、
土
地
・
建
物
を
賃

貸
ま
た
は
購
入
す
る
段
階
で
、

例
え
ば
固
定
資
産
税
の
減
免

や
家
賃
の
補
て
ん
等
の
支
援

は
で
き
な
い
か
。

　

答
弁　　

今
後
、
研
究
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
や

は
り
町
の
中
心
部
に
活
気
が

あ
る
と
い
う
の
は
移
住
・
定

住
の
中
で
大
事
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

移
住
者
が
起
業
し

て
く
れ
れ
ば
町
や
経
済
の
活

性
化
の
即
戦
力
に
な
る
。

　

町
民
が
活
躍
で
き
る
場
所

づ
く
り
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　

答
弁　　

秋
の「
空
き
家
フ
ェ

ア
」
で
は
５
件
成
約
が
あ
り
、

住
み
や
す
さ
に
つ
い
て
高
い

評
価
を
得
た
と
感
じ
ま
し
た
。

就
労
・
雇
用
の
場
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
移
住
・
定
住
対

策
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
ま
す
。
町
内
外
か
ら
の
応

援
の
声
を
生
か
し
て
、
人
口

維
持
に
向
け
た
施
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。



　
　

栖
町
北
１
条
２
丁
目
の

　
　

た
い
せ
つ
農
協
建
物
は
、

旧
鷹
栖
農
協
の
事
務
所
兼

エ
ー
コ
ー
プ
店
舗
と
し
て
建

設
さ
れ
、
組
合
員
の
み
な
ら

ず
町
民
に
と
っ
て
も
金
融
面

や
生
活
用
品
購
買
の
重
要
な

施
設
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
き

た
。

　

し
か
し
建
物
の
老
朽
化
が

進
み
、
農
協
の
事
情
も
あ
り

店
舗
が
閉
鎖
さ
れ
、
昨
年
北

１
条
１
丁
目
の
営
農
セ
ン

タ
ー
横
に
事
務
所
が
新
築
移

転
し
た
。
そ
の
後
、
空
き
建

物
と
し
て
残
っ
て
い
た
が
、

現
在
は
更
地
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
に
な
っ
て
取
り
壊
し

が
始
ま
っ
て
以
降
、
町
民
か

ら
「
新
し
い
店
舗
が
で
き
る

ら
し
い
」「
お
か
し
な
業
者

鷹

に
迷
惑
な
使
い
方
を
さ
れ
た

ら
困
る
」
な
ど
の
声
を
聞
い

た
。

　

鷹
栖
市
街
地
の
中
心
に
位

置
す
る
広
大
な
土
地
の
利
用

方
法
に
つ
い
て
、
所
有
者
で

あ
る
た
い
せ
つ
農
協
の
考
え

が
最
優
先
で
あ
る
の
は
当
然

だ
が
、
多
く
の
町
民
が
大
き

な
期
待
と
不
安
を
抱
い
て
い

る
現
状
を
考
慮
し
、
町
と
し

て
協
議
す
る
余
地
は
な
い
の

か
。

　

答
弁　　

長
ら
く
鷹
栖
市
街

地
の
顔
と
し
て
存
在
し
、
地

域
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
き

た
旧
た
い
せ
つ
農
協
事
務
所

が
取
り
壊
し
と
な
っ
た
こ
と

は
、
時
代
の
流
れ
と
は
い
え

残
念
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
併
設
さ
れ
て

い
た
「
く
ら
し
の
店
た
か

す
」
が
撤
退
し
、
鷹
栖
地
区

に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

な
く
な
り
、
買
い
物
が
不
便

に
な
っ
た
と
い
う
声
も
聞
い

て
い
ま
す
。

　

鷹
栖
市
街
地
の
中
で
も
優

良
な
土
地
で
あ
り
、
遊
休
状

態
と
な
る
こ
と
は
も
っ
た
い

な
い
と
い
う
気
持
ち
に
は
な

る
も
の
の
、
一
方
で
周
囲
に

住
宅
地
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

周
辺
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
形
で
の
活
用
が
望
ま
れ
ま

す
。

　

た
い
せ
つ
農
協
の
意
向
が

最
優
先
と
な
る
た
め
、
協
議

と
い
う
形
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
町
と
し
て
の
考
え
方
を

伝
え
る
な
ど
、
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
街
地
の
活
性
化
を
望
む
住

民
の
要
望
な
ど
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
今
後
も
継
続
し
て
情

報
・
意
見
の
交
換
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

町
民
に
対
し
て
、

少
し
で
も
早
く
利
用
方
法
を

提
示
で
き
る
よ
う
に
定
期
的

な
情
報
交
換
の
場
を
設
け
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り

組
む
考
え
は
。

　

答
弁　　

や
は
り
持
ち
主
で

あ
る
た
い
せ
つ
農
協
の
考
え

方
が
優
先
さ
れ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
の
上
で
、
町
民
の
生

活
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
、

色
々
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持
ち

な
が
ら
話
し
合
い
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【12】

質 問

答弁

た
い
せ
つ
農
協
が
所
有
す
る
土
地
の
活
用
方
法
は

継
続
し
て
情
報
・
意
見
の
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い（
町
長
）

木
下　

忠
行
議
員

一 般 質 問

解体前のたいせつ農協鷹栖支所



答弁

公
有
財
産
管
理
の
具
体
的
施
策
は

今
後
、公
会
計
財
務
諸
表
を
公
表
す
る（
町
長
）

日
下　

義
朗
議
員

一 般 質 問

質 問

【13】

　
　

民
の
貴
重
な
税
負
担
に

　
　

よ
り
取
得
・
維
持
管
理

さ
れ
る
町
有
地
は
、
町
民
の

財
産
で
あ
り
、
自
治
体
経
営

の
貴
重
な
経
営
資
源
の
一
つ

で
も
あ
る
。

　

長
期
間
に
わ
た
り
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
な
い
町
有
地

も
存
在
す
る
が
、
未
利
用
町

財
産
の
売
却
促
進
や
、
資
産

等
の
利
活
用
の
方
針
と
具
体

的
施
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

答
弁　　

未
利
用
地
の
用
途

に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討

を
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

次
期
長
期
計
画
の
中
で
活

用
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て

は
計
画
的
に
進
め
、
売
却
等

の
処
分
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

町

　

質
問　　

公
有
財
産
は
所
管

課
で
現
況
を
把
握
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
一
元

管
理
が
難
し
い
現
状
に
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
現
況
把

握
を
す
る
た
め
の
具
体
的
な

実
施
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答
弁　　

土
地
・
建
物
に
つ

い
て
は
、
総
務
企
画
課
と
税

務
課
が
連
携
し
な
が
ら
登
記

事
項
を
も
と
に
把
握
を
し
、

登
記
さ
れ
て
い
な
い
建
物
に

つ
い
て
は
現
地
調
査
を
行
い

な
が
ら
現
況
把
握
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

質
問　　

北
野
公
園
内
の
一

角
に
設
置
さ
れ
て
い
る
五
角

柱
・
地
神
社
は
、
町
有
財
産

台
帳
で
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
に
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

　

答
弁　　

五
角
柱
・
地
神
碑

は
明
治
時
代
に
建
立
さ
れ
、

地
域
住
民
と
の
関
わ
り
が
強

く
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
町
の
公
園
用

地
の
一
部
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
公
園
整
備
台
帳
で
は
石

碑
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

質
問　　

総
務
省
は
公
共
団

体
に
対
し
て
平
成
29
年
度
を

目
途
に
新
地
方
公
会
計
制
度

の
整
備
を
要
請
し
て
い
る
。

資
産
債
務
の
正
確
な
把
握
と

的
確
な
管
理
、
そ
し
て
町
民

に
財
務
情
報
を
わ
か
り
や
す

く
開
示
で
き
る
こ
と
な
ど
が

期
待
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

地
方
公
会
計
の
進
捗
状
況

及
び
今
後
の
台
帳
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
、
伺
い
た
い
。

　

答
弁　　

今
年
度
、
財
務
書

類
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
固
定
資
産
台
帳

に
つ
い
て
は
委
託
事
業
者
に

発
注
し
、
平
成
29
年
２
月
の

完
成
に
向
け
、
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
固
定
資
産
台
帳
の

資
産
部
分
を
取
り
入
れ
た
公

会
計
の
財
務
諸
表
を
町
民
に

公
表
し
、
本
町
の
財
務
状
況

を
よ
り
深
く
ご
理
解
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。



　
　

災
マ
ッ
プ
に
避
難
は
徒

　
　

歩
で
と
あ
る
が
、
状
況

に
応
じ
た
適
切
な
対
応
を
考

え
る
べ
き
で
、
そ
の
よ
う
に

防
災
マ
ッ
プ
の
記
述
も
改
め

る
べ
き
で
は
。

　

答
弁　　

最
良
の
避
難
行
動

が
と
れ
る
よ
う
情
報
提
供
を

行
う
だ
け
で
な
く
、
今
後
防

災
マ
ッ
プ
の
作
成
時
に
は
避

難
方
法
の
記
述
を
改
め
ま
す
。

　

質
問　　

中
央
・
北
斗
・
北

成
の
住
民
セ
ン
タ
ー
は
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
旧

耐
震
基
準
の
ま
ま
。
こ
の
よ

う
な
避
難
所
が
損
壊
等
で
使

用
不
能
に
な
っ
た
例
も
多
い
。

　

ど
こ
に
住
ん
で
も
安
心
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

の
で
あ
れ
ば
、
早
急
に
耐
震

防

化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　　

旧
耐
震
基
準
の
建

物
で
す
が
、
国
の
基
準
は
満

た
し
て
い
ま
す
。
大
規
模
な

地
震
が
続
き
長
期
の
避
難
生

活
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に

は
、十
分
な
耐
震
性
の
あ
る
施

設
に
避
難
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

質
問　　

避
難
し
て
い
る
と

き
に
大
き
な
地
震
が
再
び
起

き
る
と
大
惨
事
に
な
る
。
耐

震
化
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

地
震
の
際
に
は
別
の
避
難
所

を
指
定
し
、
防
災
マ
ッ
プ
に

も
そ
う
記
述
す
べ
き
で
は
。

　

答
弁　　

強
い
地
震
が
想
定

さ
れ
る
場
合
は
耐
震
化
さ
れ

た
と
こ
ろ
に
誘
導
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す

い
よ
う
な
記
述
に
し
ま
す
。

　

質
問　　

避
難
行
動
要
支
援

者
（
災
害
発
生
時
の
避
難
等

に
特
に
支
援
を
要
す
る
方
）

は
、
防
災
計
画
で
の
対
象
者

と
実
際
の
名
簿
登
録
者
に
ず

れ
が
あ
る
の
で
は
。

　

答
弁　　

整
合
性
が
と
れ
る

よ
う
更
新
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

防
災
に
関
し
て
は

日
頃
か
ら
の
心
構
え
が
大
切
。

　

そ
の
意
味
か
ら
も
地
域
防

災
計
画
に
も
あ
る
自
主
防
災

組
織
の
育
成
は
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
た
展
開
が
要
求
さ
れ

る
。
具
体
的
な
工
程
も
含
め

た
計
画
は
。

　

答
弁　　

現
在
町
内
に
は
、

自
主
防
災
組
織
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
、
５
つ
の
モ
デ
ル
町

内
会
に
対
し
、
避
難
誘
導
訓

練
や
自
主
防
災
活
動
の
働
き

か
け
を
し
ま
す
。

　

目
標
年
度
な
ど
の
設
定
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
問
題
点

を
整
理
し
な
が
ら
早
急
に
全

町
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

防
災
意
識
を
高
揚

さ
せ
、
様
々
な
災
害
を
想
定

し
た
訓
練
を
定
期
的
に
実
行

す
る
こ
と
が
重
要
。
現
在
の

訓
練
を
さ
ら
に
拡
充
し
、
将

来
的
に
は
全
町
規
模
で
の
訓

練
を
行
う
考
え
は
。

　

答
弁　　

前
向
き
に
検
討
し

て
、
一
つ
ず
つ
で
も
進
め
て

い
け
る
よ
う
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
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質 問

答弁

防
災
意
識
の
高
揚
と
訓
練
の
実
施
を

前
向
き
に
検
討
し
、着
実
に
進
め
て
い
く（
町
長
）

片
山　

兵
衛
議
員

一 般 質 問

防災訓練での炊き出し



答弁

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
は

導
入
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
く（
町
長
）

　

中
家　

彰
議
員

一 般 質 問

質 問

かつて鷹栖町の水力発電で使われていたプロペラ。郷土資料館には関連資料も
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栖
町
の
活
性
化
の
た
め
、

　
　

内
需
を
創
出
し
、
対
応

す
る
内
発
的
発
展
政
策
を
積

み
重
ね
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
る
。

①
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

活
性
化
、②
食
糧
・
介
護
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
域
内
自
給
政

策
、③
貨
幣
の
域
内
循
環
増

大
政
策
の
３
つ
を
各
々
に
関

連
さ
せ
な
が
ら
包
括
的
に
政

策
を
組
む
こ
と
と
、
集
中
的

な
投
資
が
重
要
で
あ
る
。

　

鷹
栖
町
で
は
水
力
発
電
を

し
て
い
た
実
績
が
あ
る
。
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
、
油
性
植
物
、

太
陽
光
や
風
力
の
利
用
も
考

え
ら
れ
る
。

　

資
源
は
分
散
し
て
お
り
、

単
独
で
大
き
な
施
設
を
使
っ

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
利
用
す
る
の
は
難
し
い
。

鷹

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
さ

な
発
電
施
設
か
ら
取
り
出
せ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
繋
ぎ
、
飛
躍
的
に

進
歩
し
て
い
る
蓄
電
技
術
も

使
い
な
が
ら
利
用
す
る
こ
と

は
可
能
で
、
こ
れ
ら
は
電
源

公
社
や
電
源
局
が
統
御
す
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
利
用
や
地
域
連
携
も
考
え

ら
れ
る
。

　

こ
う
し
て
出
来
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
町
内
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
外
か
ら
買
っ
て
い

た
電
気
料
が
自
給
し
た
分
だ

け
町
内
に
落
ち
、
循
環
す
る

こ
と
の
波
及
効
果
で
雇
用
を

創
り
出
し
、
活
性
化
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

過
去
に
は
全
国
で
企
業
誘

致
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
成

功
例
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
誘
致
し
た
企
業
が
外

部
と
強
く
繋
が
っ
て
い
る
た

め
、
お
金
の
大
部
分
が
外
へ

流
出
し
、
内
部
へ
の
波
及
効

果
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

そ
の
意
味
で
も
投
資
効
果

の
高
い
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
域
内
自
給
の
よ
う

な
内
発
的
発
展
を
目
指
し
た

政
策
が
重
要
と
考
え
る
が
、

町
長
の
見
解
は
。

　

答
弁　　

平
成
22
年
に
策
定

し
た
鷹
栖
町
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
、
戸

別
住
宅
向
け
太
陽
光
発
電
の

助
成
や
サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね

す
で
の
廃
油
ボ
イ
ラ
ー
の
運

用
、
ま
た
平
成
29
年
度
か
ら

着
工
予
定
の
鷹
栖
地
区
住
民

セ
ン
タ
ー
で
は
太
陽
光
発
電

を
活
用
す
る
な
ど
、
大
規
模

な
更
新
等
に
際
し
て
前
向
き

に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
採
用

を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

に
は
、
初
期
投
資
と
運
用
費

用
の
両
面
で
採
算
性
の
確
保

や
、
町
民
の
理
解
・
協
力
が

必
要
で
す
。

　

現
状
で
は
不
確
定
な
要
素

が
多
く
、
ま
だ
ま
だ
体
制
的

に
は
整
っ
て
い
な
い
と
判
断

し
て
い
ま
す
が
、
国
の
動
向

を
見
据
え
な
が
ら
今
後
も
鷹

栖
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
を
基
に
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
推
進
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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前
半
は
「
政
治
の
行
方
を
展

望
す
る
」
と
い
う
演
題
で
時
事

通
信
社
解
説
委
員
長
の
山
田
惠

資
氏
に
よ
る
講
演
。

　

北
方
領
土
問
題
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
な
ど
現
在
の
安
倍
政
権
に
お

け
る
政
治
判
断
に
つ
い
て
、
国

際
的
な
視
点
で
お
話
し
さ
れ
ま

し
た
。

　

後
半
は
「
国
民
健
康
保
険
制

度
改
革
に
つ
い
て 

」
と
い
う

演
題
で
、
北
海
道
保
健
福
祉
部

健
康
安
全
局
国
保
医
療
課
長
の

望
月
泰
彦
氏
に
よ
る
講
演
。

　

現
在
市
町
村
が
運
営
し
て
い

る
国
保
事
業
は
平
成
30
年
か
ら

北
海
道
と
と
も
に
運
営
す
る
方

式
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

負
担
の
公
平
化
、
財
政
の
安

定
化
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
市
町
村
に
よ

る
条
件
の
違
い
な
ど
課
題
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　

現
在
わ
か
っ
て
い
る
納
付
金

額
の
算
定
方
法
や
変
更
後
の
市

町
村
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、

資
料
に
基
づ
き
詳
し
く
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　　

講
演
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
議
会
で
活
か

し
て
い
き
ま
す
。

上
川
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会

平
成
28
年
10
月
26
日
（
水
）
美
瑛
町
民
セ
ン
タ
ー

議会のうごき 2016.11.1～2017.1.31

●全体
・第３回臨時会　11月７日
・議員協議会　　11月７日・12月９日
・第４回臨時会　11月29日
・第４回定例会　12月９日～12日（11日は休会）
・平成29年第１回臨時会　１月19日

●総務文教常任委員会
・委員会  11 月29日（第４回定例会について）

●経済福祉常任委員会
・委員会  11 月28日（第４回定例会について）

●広報広聴常任委員会
・委員会  12月10日・26日
  １月12日・17日

●議会運営委員会
・委員会 11月4日・12月1日・１月６日

●議員定数等調査特別委員会
・委員会 12月9日

●議会活性化委員会
・役員会 11月7日・10日・21日・29日

◆鷹栖町議会webページ
http://www.town.takasu.hokkaido.jp/kurashi/gikai/index.html

議会報「孔雀草」のモニターさん、大募集！！

　読みやすい議会報を目指し、町民の方々からいただいたご意見を紙面づくりに活か

すために、モニターとして毎号アンケートにお答えいただける方を大募集しています。

　平成29年５月発行予定の３月定例会号から、期間は１年間です。

議会の活動については鷹栖町公式サイト内の町議会の
ページでも報告していますのでご覧ください。議会で
提出された意見書や所管事務調査の報告書などの文書
も掲載しています。

熱心に講演を聞く管内の町村議会議員

お問合せ先>>>鷹栖町議会事務局　電話87－2111　内線303
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次回の定例会は新年度予算の審議があります

モニターのみなさんの声
　議会報「孔雀草」164号に対するモニターの方か
らのご意見の一部をご紹介します。

一般質問の質問と答弁のタイトルが左右

で逆なのはなぜ？

他市町村の議会報も参考にしながら、よ
り読んでもらえるような議会報にするた
め今後も努力していきます。

議会報は議会に関わることをお伝えする
ものであり、委員会等で調査した場合に
は特集を組むこともできます。町の広報
担当者にもこのような要望があることを
伝えます。

見開きで左右対称になるようレイアウト
しています。議員の写真も内側を向くよ
うにしています。
違和感があるというご意見もありますの
で、より見やすいレイアウトを検討しま
す。

決算の収入・支出のグラフは％表示では

なく、金額の方がわかりやすいと思いま

す。

全体の比率をお知らせするため％表示に
しています。表記について今後、検討し
ます。

表紙の目次タイトルにサブタイトルをつ

けてみては。

デザイン段階で一度試してみたのですが、
混みあった印象になってしまいました。
表紙デザインはさらに検討を続けます。

議会のうごきの「●全体」「●～委員会」

の部分を太字にすると読みやすいのでは。

今回からそのようにさせていただきまし
た。

モニターの声が掲載されていて、うれし

かった。昔に比べると随分、見やすい紙

面になっています。

良いところも悪いところも他市町村と比

較してみるとよいのでは。

内容については申し分ないと思う。議会

報という性格上、興味がない人がじっく

り読むかどうかは微妙だと思う。

【どんな記事があれば読んでみたいか

　　　　　というアンケートに対して】

・高齢者の日常生活の実態を調査し報告

する特集

・子育て・教育・図書等の特集

・小中学生が放課後や休日過ごせる場所

がないので話題に取り上げて欲しい

　平成29年３月に開催される定例会では新年

度予算の審議が行われ、新たな事業の内容に

ついても議論されます。

　近くなりましたら改めてチラシなどでお知

らせいたします。

【平成29年第１回定例会】

　平成29年3月９日（木）～３月16日（木）

　　※11日、12日、14日は休会

　　※予定は変更となる場合があります。　　

多くの方の傍聴をお待ちしています。
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12月定例会で初めて開催したのは、
〇〇議会。

議場コンサートは、今までに〇〇回
開催した。

鷹栖町では、自然エネルギーの活用
として〇〇発電がおこなわれていた。

《応募方法》
クイズの答え・住所･氏名･年齢をお書きのうえ、
郵送、FAX、Eメールでご応募ください。
孔雀草を読んだ感想や、議会へのご意見等も
お書き添えいただければ幸いです。
全問正解者の中から抽選で３名の方に商品券
1,000円分をお送りします。(当選者の発表は発
送をもって代えさせていただきます。)前回は
10名の方にご応募いただきました。ありがとう
ございました。
《あて先》
　〒071-1292
　鷹栖町南１条３丁目　議会事務局 宛
　FAX 0166-87-2196　
　　　gikai@town.takasu.hokkaido.jp
《しめきり》
　平成29年２月28日 消印有効

【個人情報の取り扱いについて】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご記入いただきました個人情報は、賞品発送とそれにかかる業務のみに利用します。

くじゃくそ うくじゃくそ う ク イズク イズ

○に当てはまる言葉を入れてください。
次の問題に答えよう

ヒント
この議会だより「孔雀草」の中に答えがあるので、探してみてね。
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■　わたしの一言　■
「あたりまえ」

「鷹栖、オオカミの桃、初心」

寺崎　雄一 さん
（14区町内会）

増澤　清さん
（北野東町内会）

　鷹栖に家を建てて21年。住み始
めて７年が経ちました。今建ってい
る土地は、偶然ですが歌志内に勤務
していた時の校長先生の所有地でし
た。転勤されてきてその話を聞いて
縁の不思議を感じました。
　“オオカミの桃”との出会いは、空
知で勤務していた時、全国で一村一
品運動が始まり、その一つと記憶し
ています。鷹栖町の生産ということ
だけは知っていましたが、飲む機会
はしばらくありませんでした。
　鷹栖町は、健康と福祉の町。健康

推進委員や福祉委員などを町内会に
おいて活動をしています。悩みは、
人選。なかなかなり手がいなくて大
変な思いをしています。就任いただ
いている方は、とても熱心に活動し
ていただいています。
　事を始めたときは、目的や目標を
しっかり持っています。時が過ぎると
方法のみが先行し、目的が見失われ
ることが多いです。「一より習い、十
を知り十より帰る、その一」。常に、
始めたときのことを考え振り返り、進
みたいと思う今日この頃です。

　海岸線を並走する絶景で有名な留
萌本線の、留萌―増毛間が平成28
年12月に廃止となった。直近では１
日40人程度の利用者数で収入700
万円に対して、１億６千万円の大赤
字。今まで路線を維持していた事に
いろんな意味で驚かされる。駅のな
い鷹栖町民にとっては鉄路の廃線・
廃駅はあまりピンとこないが、沿線
の首長さんたちが「過疎化が･･･」「町
が崩壊する･･･」と言っているのを聞
くと、当たり前にあったものが無くな
る事が地域の不安なのだろうと感じ
る。私達も道北バスさんの路線を大
事にしなければならないと思う。

　自家用車や道北バス、町民バスに
頼る鷹栖では道路の維持は大切だ。
特に冬の除雪作業に携わる関係者様
には、当たり前の様に通行できる道
路に管理していただいている。本当
にありがたい。当たり前の裏側には
見えない苦労や努力があるのだと思
う。
　町内のセルフスタンドで給油して
いると、広い空き地の眺めが当たり
前になりつつある。かつて買い物な
どをしていた場所は、まだどうするか
不明らしい。いろいろ検討して、や
がてあって当たり前となるものになっ
てほしい。
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